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１

ペ
ー
ジ

規
　
則

◯
秋
田
県
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め

る
規
則
（
四
四
・
建
築
住
宅
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

告
　
示

◯
保
安
林
予
定
森
林
の
指
定
通
知
（
二
八
一
・
森
林
整
備
課
）
…
…
…
…
１

◯
都
市
計
画
区
域
の
変
更
（
二
八
二
・
都
市
計
画
課
）
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
建
築
基
準
法
に
よ
る
道
路
位
置
の
指
定
（
二
八
三
・
鹿
角
地
域
振
興

局
建
設
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
秋
田
県
自
然
体
験
活
動
セ
ン
タ
ー
の
使
用
に
係
る
利
用
料
金
の
承
認

（
二
八
四
・
教
育
庁
生
涯
学
習
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

公
　
告

◯
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可
（
山
本
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
…
２

◯
土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
（
秋
田
地
域
振
興
局

農
林
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可
（
仙
北
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
…
３

◯
土
地
改
良
事
業
工
事
の
完
了
の
届
出
（
仙
北
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
３

◯
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可
（
平
鹿
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
…
３

議
会
告
示

◯
秋
田
県
議
会
が
保
有
す
る
行
政
文
書
の
公
開
等
に
関
す
る
規
程
の
一

部
を
改
正
す
る
規
程
（
三
・
政
務
調
査
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

公
安
委
員
会
規
則

◯
秋
田
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
七
・
交

通
企
画
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

秋
田
県
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規

則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
九
年
五
月
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
四
十
四
号

秋
田
県
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め

る
規
則

秋
田
県
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
十
九
年
秋
田
県
条

例
第
二
十
四
号
）
の
施
行
期
日
は
、
平
成
十
九
年
六
月
一
日
と
す
る
。

秋
田
県
告
示
第
二
百
八
十
一
号

農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
森
林
を
保
安
林
予
定
森
林
と
す
る
旨
の
通
知
が

あ
っ
た
の
で
、
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
十
九
年
五
月
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
（一）

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

大
仙
市
南
外
字
坊
田
黒
沢
八
四
の
四
、
八
四
の
六
、
八
八
の
二
、
八

八
の
三
、
八
八
の
七
、
八
九
の
一
か
ら
八
九
の
四
ま
で
、
八
九
の
五

（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

（二）

指
定
の
目
的
　
水
源
の
か
ん
養

（三）

指
定
施
業
要
件

（１）

立
木
の
伐
採
の
方
法

ア
　
主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

イ
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木

の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

ウ
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（２）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
（一）

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

大
館
市
比
内
町
八
木
橋
字
木
山
沢
一
の
二
、
一
〇
五
の
二
、
一
〇
五

の
四
、
一
〇
五
の
五
、
一
〇
五
の
七
か
ら
一
〇
五
の
一
二
ま
で
、
一
〇

五
の
一
四
か
ら
一
〇
五
の
一
九
ま
で
、
一
〇
五
の
二
一
か
ら
一
〇
五
の

二
九
ま
で
、
一
〇
五
の
三
一
か
ら
一
〇
五
の
四
一
ま
で
、
一
〇
五
の
四

四
か
ら
一
〇
五
の
四
九
ま
で
、
一
〇
五
の
五
四
、
一
〇
五
の
五
七
、
一

〇
五
の
五
九
か
ら
一
〇
五
の
六
一
ま
で
、
一
〇
五
の
六
三
か
ら
一
〇
五

の
六
八
ま
で
、
一
〇
五
の
七
〇
か
ら
一
〇
五
の
八
一
ま
で
、
横
手
市
大

森
町
八
沢
木
字
熊
ノ
堂
一
四
七
の
一
七
か
ら
一
四
七
の
二
〇
ま
で
、
一

七
七
の
三
六
か
ら
一
七
七
の
三
九
ま
で
、
字
大
木
屋
一
の
六
、
大
森
町

坂
部
字
上
坂
部
三
二
の
二
、
湯
沢
市
皆
瀬
字
新
処
一
三
の
一
、
一
三
の

二
、
一
四
の
一
か
ら
一
四
の
四
ま
で
、
一
五
、
一
六
、
一
一
一
の
一
、

一
一
一
の
二

（二）

指
定
の
目
的
　
土
砂
の
流
出
の
防
備

（三）

指
定
施
業
要
件

（１）

立
木
の
伐
採
の
方
法

ア
　
次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

字
木
山
沢
一
〇
五
の
五
四
、
一
〇
五
の
五
七
、
字
熊
ノ
堂
一
四

七
の
一
七
・
一
四
七
の
一
八
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示

す
部
分
に
限
る
。
）
、
一
四
七
の
二
〇
、
一
七
七
の
三
六
か
ら
一

七
七
の
三
八
ま
で
・
字
大
木
屋
一
の
六
・
字
上
坂
部
三
二
の
二

（
以
上
五
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
字
新

処
一
三
の
一
、
一
一
一
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

イ
　
そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な

い
。

ウ
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木

の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

エ
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（２）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

三
（一）

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

由
利
本
荘
市
東
由
利
法
内
字
餅
田
三
の
一
、
横
手
市
大
森
町
猿
田
字

御
嶽
沢
七
三
の
一
〇

（二）

指
定
の
目
的
　
土
砂
の
崩
壊
の
防
備

（三）

指
定
施
業
要
件

（１）

立
木
の
伐
採
の
方
法

ア
　
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

イ
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木

の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

ウ
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（２）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関

係
書
類
を
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
、
北
秋
田
地
域
振
興
局
農
林
部
、
由
利

地
域
振
興
局
農
林
部
、
仙
北
地
域
振
興
局
農
林
部
、
平
鹿
地
域
振
興
局
農
林

部
、
雄
勝
地
域
振
興
局
農
林
部
並
び
に
関
係
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に

供
す
る
。
）

秋
田
県
告
示
第
二
百
八
十
二
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
条
第
六
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
区
域
を
次
の
と
お
り
変

更
す
る
。

規
　
　
　
　
　
　
則

告
　
　
　
　
　
　
示
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２

秋
田
県
告
示
第
二
百
八
十
四
号

秋
田
県
自
然
体
験
活
動
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
十
八
年
秋
田
県
条
例
第
八

十
六
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
秋
田
県
自
然
体

験
活
動
セ
ン
タ
ー
の
使
用
に
係
る
利
用
料
金
を
承
認
し
た
の
で
、
同
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
、
公
告
す
る
。

承
認
し
た
秋
田
県
自
然
体
験
活
動
セ
ン
タ
ー
の
使
用
に
係
る
利
用
料
金
は
、

平
成
十
九
年
七
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
十
九
年
五
月
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
自
然
体
験
活
動
セ
ン
タ
ー
利
用
料
金

平
成
十
九
年
五
月
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

一
　
変
更
に
係
る
都
市
計
画
区
域
の
名
称
　
本
荘
都
市
計
画
区
域

二
　
変
更
に
係
る
土
地
の
区
域

（一）

新
た
に
都
市
計
画
区
域
に
含
ま
れ
る
土
地
の
区
域
　
由
利
本
荘
市
浜

三
川
字
三
川
、
石
脇
字
田
尻
及
び
水
林
の
各
地
先
公
有
水
面

備
考一

　
使
用
時
間
が
一
時
間
未
満
で
あ
る
と
き
は
一
時
間
と
し
、
使
用
時

間
に
一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
当
該
端
数
を
一
時
間
と
す

る
。

二
　
こ
の
表
に
お
け
る
「
小
学
校
児
童
及
び
中
学
校
生
徒
」
及
び
「
高

等
学
校
生
徒
並
び
に
高
等
専
門
学
校
及
び
大
学
の
学
生
」
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
こ
れ
ら
の
者
に
準
ず
る
者
を
含
む
も
の
と
す
る
。

三
　
宿
泊
室
を
使
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達

す
る
ま
で
の
者
が
別
に
宿
泊
用
具
を
使
用
す
る
と
き
は
、
当
該
者
を

小
学
校
児
童
と
み
な
す
。

四
　
宿
泊
室
（
和
室
に
限
る
。
）
を
秋
田
県
教
育
委
員
会
が
別
に
定
め

る
目
的
で
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料
金
は
、
こ
の
表
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
一
室
一
時
間
に
つ
き
二
百
円
と
す
る
。

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
改
良
区
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
定
款
変
更
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告

す
る
。平

成
十
九
年
五
月
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

一
　
山
本
郡
市
川
堰
土
地
改
良
区

認
可
年
月
日
　
平
成
十
九
年
五
月
七
日

二
　
山
本
郡
二
ツ
井
町
切
石
土
地
改
良
区

認
可
年
月
日
　
平
成
十
九
年
五
月
八
日

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六

（二）

都
市
計
画
区
域
か
ら
除
外
さ
れ
る
区
域
　
な
し

（
関
係
図
面
は
、
省
略
し
、
建
設
交
通
部
都
市
計
画
課
及
び
由
利
地
域
振

興
局
建
設
部
用
地
課
並
び
に
由
利
本
荘
市
役
所
建
設
部
都
市
計
画
課
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

秋
田
県
告
示
第
二
百
八
十
三
号

項
の
規
定
に
よ
り
、
男
鹿
市
若
美
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
の
退

任
及
び
就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
五
月
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

一
　
退
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

男
鹿
市
角
間
崎
字
家
ノ
下
百
五
十
八
番
地
　
　
　
　
　
　
児
玉
　
茂
一

〃
　
　
鵜
木
字
鵜
木
二
十
八
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
利
通

〃
　
　
〃
　
　
松
木
沢
境
三
十
四
番
地
　
　
　
　
　
　
　
渡
部
喜
代
文

〃
　
　
松
木
沢
字
松
木
八
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
田
　
謙
三

〃
　
　
福
米
沢
字
福
米
四
十
九
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
越
前
　
照
義

〃
　
　
〃
　
　
字
土
花
三
十
四
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
大
越
　
　
昇

〃
　
　
野
石
字
野
石
五
十
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
清
春

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
十
五
番
地
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓬
田
　
　
実

〃
　
　
〃
　
　
宮
沢
五
十
三
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
利
徳

〃
　
　
〃
　
　
玉
ノ
池
一
番
地
三
百
二
十
二
　
　
　
　
　
鈴
木
　
　
昇

〃
　
　
〃
　
　
山
崎
四
十
二
番
地
十
六
　
　
　
　
　
　
　
西
方
　
文
敏

〃
　
　
角
間
崎
字
諏
訪
田
十
三
番
地
五
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
正
樹

〃
　
　
本
内
字
虚
空
蔵
下
三
十
七
番
地
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
耕
悦

〃
　
　
野
石
字
宮
沢
八
十
三
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
畠
山
仁
左
衛
門

〃
　
　
〃
　
　
西
下
八
ツ
面
三
十
五
番
地
　
　
　
　
　
　
畠
山
　
新
栄

二
　
就
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

男
鹿
市
角
間
崎
字
家
ノ
下
百
五
十
八
番
地
　
　
　
　
　
　
児
玉
　
茂
一

〃
　
　
〃
　
　
　
家
ノ
下
六
十
八
番
地
　
　
　
　
　
　
　
進
藤
　
公
基

〃
　
　
鵜
木
字
鵜
木
二
十
八
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
利
通

〃
　
　
〃
　
　
松
木
沢
境
三
十
四
番
地
　
　
　
　
　
　
　
渡
部
喜
代
文

〃
　
　
松
木
沢
字
松
木
八
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
田
　
謙
三

〃
　
　
本
内
字
屋
布
下
四
番
地
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
徳
之
助

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項

第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
位
置
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
建

築
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
建
設
省
令
第
四
十
号
）
第
十
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
五
月
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

公
　
　
　
　
　
　
告

指

定

年

月

日

平
成
十
九
年
五
月
十
日

道

路

の

幅

員

四
メ
ー
ト
ル

道

路

の

延

長

三
十
四
・
八
メ
ー
ト
ル

申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名

鹿
角
市
花
輪
字
合
野
二
百
七
十
一
番
地
五

山
　
本
　
正
　
治

道
路
の
位
置
の
指
定
箇
所

鹿
角
市
花
輪
字
葉
ノ
木
谷
地
百
十
四
番
の
内

小
学
校
児
童
及

び
中
学
校
生
徒

高
等
学
校
生
徒

並
び
に
高
等
専

門
学
校
及
び
大

学
の
学
生

一
般

宿
泊
室

利
　
用
　
料
　
金

一
室
一
時
間
に
つ
き
　
　
　
五
〇
〇
円

一
時
間
に
つ
き
　
　
　
一
、
〇
〇
〇
円

一
人
一
泊
に
つ
き
　
　
一
、
八
〇
〇
円

一
人
一
泊
に
つ
き
　
　
二
、
三
〇
〇
円

一
人
一
泊
に
つ
き
　
　
三
、
八
〇
〇
円

区
　
　
　
分

研
修
室

多
目
的
ホ
ー
ル
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３

男
鹿
市
福
米
沢
字
福
米
四
十
九
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
越
前
　
照
義

〃
　
　
〃
　
　
　
土
花
三
十
四
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
大
越
　
　
昇

〃
　
　
野
石
字
野
石
五
十
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
清
春

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
十
五
番
地
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓬
田
　
　
実

〃
　
　
〃
　
　
宮
沢
五
十
三
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
利
徳

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
八
十
五
番
地
一
　
　
　
　
　
　
　
　
畠
山
　
利
忠

〃
　
　
〃
　
　
玉
ノ
池
一
番
地
三
百
二
十
二
　
　
　
　
　
鈴
木
　
　
昇

〃
　
　
〃
　
　
山
崎
四
十
二
番
地
十
六
　
　
　
　
　
　
　
西
方
　
文
敏

〃
　
　
〃
　
　
上
李
台
百
六
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
田
　
勝
広

三
　
退
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

男
鹿
市
福
米
沢
字
福
米
百
一
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
田
　
誠
喜

〃
　
　
角
間
崎
字
岡
見
沢
四
十
七
番
地
二
　
　
　
　
　
　
進
藤
　
欣
栄

〃
　
　
野
石
字
山
崎
二
十
五
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
方
　
孝
生

四
　
就
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

男
鹿
市
角
間
崎
字
福
田
二
十
九
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
進
藤
　
清
悦

〃
　
　
福
米
沢
字
福
米
百
一
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
田
　
誠
喜

〃
　
　
野
石
字
柳
原
百
七
十
番
地
九
十
六
　
　
　
　
　
　
石
川
　
達
雄

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
秋
田
県
仙
南
土
地
改
良
区
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
定
款
変
更

に
つ
い
て
、
平
成
十
九
年
五
月
十
一
日
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
五
月
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
百
十
三
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
者
か
ら
土
地
改
良
事
業
に
係
る
工
事
が
次
の

と
お
り
完
了
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
五
月
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

一
　
大
仙
市

（一）
（１）

完
了
年
月
日
　
平
成
十
八
年
二
月
二
十
日

（２）

事
業
名
　
土
地
改
良
事
業
（
下
ノ
沢
地
区
基
盤
整
備
促
進
事
業)

二
　
美
郷
町

（一）
（１）

完
了
年
月
日
　
平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
一
日

（２）

事
業
名
　
土
地
改
良
事
業
（
天
神
堂
地
区
基
盤
整
備
促
進
事
業)

（二）
（１）

完
了
年
月
日
　
平
成
十
七
年
十
二
月
九
日

（２）

事
業
名
　
土
地
改
良
事
業
（
古
館
南
地
区
基
盤
整
備
促
進
事
業
）

（三）
（１）

完
了
年
月
日
　
平
成
十
六
年
三
月
十
日

（２）

事
業
名
　
土
地
改
良
事
業
（
千
屋
地
区
農
村
振
興
総
合
整
備
統
合

補
助
事
業)

（四）
（１）

完
了
年
月
日
　
平
成
十
八
年
三
月
二
十
二
日

（２）

事
業
名
　
土
地
改
良
事
業
（
千
屋
地
区
農
村
振
興
総
合
整
備
統
合

補
助
事
業)

（五）
（１）

完
了
年
月
日
　
平
成
十
八
年
三
月
二
十
日

（２）

事
業
名
　
土
地
改
良
事
業
（
四
ツ
屋
地
区
県
単
小
規
模
土
地
改
良

事
業)

三
　
美
郷
町
千
畑
土
地
改
良
区

（一）
（１）

完
了
年
月
日
　
平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
日

（２）

事
業
名
　
土
地
改
良
事
業
（
下
鶴
ケ
沢
地
区
県
単
小
規
模
土
地
改

良
事
業)

（二）
（１）

完
了
年
月
日
　
平
成
十
七
年
十
二
月
二
十
日

（２）

事
業
名
　
土
地
改
良
事
業
（
安
城
寺
地
区
基
盤
整
備
促
進
事
業)

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
改
良
区
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
定
款
変
更
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告

す
る
。平

成
十
九
年
五
月
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

一
　
平
鹿
町
土
地
改
良
区

認
可
年
月
日
　
平
成
十
九
年
五
月
八
日

二
　
十
文
字
町
土
地
改
良
区

認
可
年
月
日
　
平
成
十
九
年
五
月
十
日

秋
田
県
議
会
告
示
第
三
号

秋
田
県
議
会
が
保
有
す
る
行
政
文
書
の
公
開
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
五
月
十
八
日

秋
田
県
議
会
議
長
　
大

野

忠
右
エ
門

秋
田
県
議
会
が
保
有
す
る
行
政
文
書
の
公
開
等
に
関
す
る
規
程
の
一

部
を
改
正
す
る
規
程

第
二
条
の
見
出
し
を
「
（
公
開
請
求
書
の
様
式
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第

一
項
中
「
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
開
請
求
は
、
別
に
」
を
「
第
九

条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
開
請
求
書
の
様
式
は
、
議
長
が
」
に
改
め
、
「
請

求
書
に
よ
り
行
う
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
に
規
定
す
る
請
求
書

を
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
又
は
電
子
メ
ー
ル
を
利
用
し
て
送
信
す
る
こ
と
」
を
「
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
を
用
い
て
送
信
す
る
方
法
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項

を
加
え
る
。

３
　
秋
田
県
情
報
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条

例
（
平
成
十
九
年
秋
田
県
条
例
第
一
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
う
条
例
第
九
条
第
一
項
の
公
開
請
求

は
、
議
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る

情
報
を
議
長
に
送
信
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
三
条
た
だ
し
書
及
び
第
四
条
中
「
議
会
」
を
「
議
長
」
に
改
め
る
。

第
五
条
中
「
議
会
が
別
に
」
を
「
議
長
が
」
に
改
め
る
。

第
八
条
中
「
議
会
」
を
「
議
長
」
に
改
め
る
。

第
九
条
中
「
別
に
」
を
「
議
長
が
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
九
年
五
月
十
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

議

　

会

　

告

　

示

公

安

委

員

会

規

則

秋
田
県
公
安
委
員
会
規
則
第
７
号

秋
田
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

平
成
1
9
年
５
月
1
8
日秋
田
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
大
　
渕
　
宏
　
道

秋
田
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
（
昭
和
3
9
年
秋
田
県
公
安
委
員
会
規
則

第
７
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
1
5
条
の
３
第
２
項
の
次
に
、
次
の
１
項
を
加
え
る
。

３
　
施
行
規
則
第
2
0
条
第
２
項
第
１
号
の
規
定
に
よ
り
公
安
委
員
会
の
管

轄
区
域
を
異
に
し
て
住
所
を
変
更
す
る
者
は
、
当
該
申
請
書
に
免
許
用
写

真
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
1
6
条
の
４
第
１
項
中
「
法
第
1
0
8
条
の
２
第
１
項
第
４
号
か
ら
第
７
号

ま
で
及
び
第
８
号
の
２
」
を
「
法
第
1
0
8
条
の
２
第
１
項
第
４
号
及
び
第
５

号
並
び
に
第
７
号
及
び
８
号
」
に
改
め
る
。

第
1
6
条
の
５
第
１
項
中
「
法
第
1
0
8
条
の
２
第
１
項
第
８
号
」
を
「
法
第

1
0
8
条
の
２
第
１
項
第
６
号
」
に
改
め
る
。

「
「

種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
種

様
式
第
1
8
号
の
２
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

類
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
類

」

に
改
め
る
。

」



４

平
成
十
九
年
五
月
八
日
（
第
千
八
百
七
十
五
号
）
掲
載
の
秋
田
県
公
告

（
土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
）

（
原
稿
誤
り
）

四
　
　
　
下
　
　
終
わ
り
か
ら
　
南
秋
田
郡
真
崎
堰
　
男
鹿
市
北
浦
一
ノ

十
　
土
地
改
良
区
　
　
　
目
潟
土
地
改
良
区

「
大
　
　
「
大
　
中
　
　
　
「
大
　
　
「
大
　
中
　

様
式
第
2
0
号
中

を
　
　
　
　
　
に
、
型
　
を
　
型
　
型
　
に
、

型
」

型
　
型
」

二
」

二
　
二
」

「
交
付
公
安
委
員
会
」
を
「
取
消
時
の
公
安
委
員
会
」
に
改
め
る
。

「
普
　
　
通
　
　
車

「
６
　
号
　
　
　
「
７
　
号
　
　
　
　
大
　
型
　
二
　
輪

様
式
第
2
5
号
中
７
　
号
　
　
を
　
　
　
　
　
に
、

普
通
二
輪

８
号
の
２
」

８
　
号
」

応
急
救
護

大
型
二
種
・
普

「

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
る
。

」
」

様
式
第
2
6
号
中
「
第
８
号
」
を
「
第
６
号
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
1
9
年
６
月
２
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
型
・
中
型
・
普
通
車
講
習

大
型
二
輪
・
普
通
二
輪
車
講
習

大
型
二
種
・
中
型
二
種
・
普
通
二
種
講
習

応
急
救
護
処
置
講
習

普
通

車
講

習

大
型
二
輪
車
講
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